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株式会社フジヤ

UV-C によるコロナウイルス殺菌と感染抑制の仕組み

新型コロナウイルスに対する有効性の確認

紫外線には 3 つの波長域があります。太陽光に含まれる波長 315
～ 318nmの UV-A、波長 280 ～ 315nmの UV-B、地表に到達しな
い強い殺菌力を持つ波長 200 ～ 280nm の UV-C からなります。
DNA/RNA の吸収すぺくとるは波長 250nm 付近に存在し、この波
長の光により DNA/RNA 等を構成する原子が励起されて遺伝子が
正常に機能しなくなります。遺伝情報が失われることで、ウイル氏は
増殖能力を失います。波長 250 ～ 270nm 付近の紫外線が
DNA/RNAを効率的に破壊するのは自然界の原理によるものです。

UV-C によるDNA/RNA の破壊 ⇒ 不活性化と増殖能力の停止 ⇒ ウイルスの増殖が止まり感染が抑制される

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対する効果も確認しています。スタンレー電気と
山口大学 （共同獣医学部 獣医微生物学教室 早坂大輔教授 、下田宙 准教授）が共同で評
価試験を行 った結果、紫外線除菌の高い有効性を確認しました。また波長優位性の検証
では、スタンレー電気が量産する深紫
外光源の優位性が確認されました。
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紫外線除菌の効果
紫外線を照射するだけで確実な除菌効果を実現する紫外線除菌は、人の体内で感染症や
健康被害を引き起こす様々な病原性微生物に有効です。
この効果は、新型コロナウイルスを含む様々な細菌やウイルスに有効であり、様々な大学、
研究機関、企業によって日々探究されています。

波長による除菌効果の違い
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このグラフは生物が持つDNAの紫外線感受性と、LED やランプなど深紫外線光源の発光
波長の関係を表しています。紫外線感受性が高いほど紫外線から受けるダメージは大きく
なり、DNAの感受性は 265nm周辺にピークが見られます。除菌効果が最大となる265nm
に発光波長のピークを持ち、優れた除菌性能を実現するLEDを開発・製造しております。 


